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  （百万円未満切捨て）
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期 15,351 5.6 1,355 8.5 1,389 8.1 941 5.1 
29年３月期 14,540 4.9 1,248 10.9 1,285 10.2 895 26.9 

 
（注）包括利益 30年３月期 1,040 百万円 （2.9％）   29年３月期 1,010 百万円 （67.8％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
30年３月期 155.95 153.15 9.5 10.0 8.8 
29年３月期 146.00 144.05 9.8 9.9 8.6 

 
（参考）持分法投資損益 30年３月期 － 百万円   29年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
30年３月期 14,311 10,330 71.5 1,695.83 
29年３月期 13,381 9,551 70.8 1,569.39 

 
（参考）自己資本 30年３月期 10,239 百万円   29年３月期 9,473 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

30年３月期 966 △479 △267 4,383 
29年３月期 1,035 △356 △392 4,163 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
29年３月期 － 0.00 － 44.00 44.00 265 30.1 2.9 
30年３月期 － 0.00 － 47.00 47.00 283 30.1 2.9 
31年３月期（予想） － 0.00 － 47.00 47.00   30.0   
 
 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 16,300 6.2 1,360 0.4 1,400 0.8 945 0.4 156.51 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期 7,636,368 株 29年３月期 7,636,368 株 

②  期末自己株式数 30年３月期 1,598,411 株 29年３月期 1,599,742 株 
③  期中平均株式数 30年３月期 6,035,738 株 29年３月期 6,132,263 株 

 
 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

   判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の 

   業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に 

   当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くださ 

   い。 

 

  （決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法） 

   決算説明会は平成30年５月30日開催予定です。 

   また、決算説明会の資料につきましては当社ホームページのＩＲライブラリ（ＩＲ関連資料）に掲載いたします。 
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

 当連結会計年度における我が国経済は、好調な企業業績を背景に雇用や所得環境の改善が続く中、政府の各種

政策の効果もあり景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、海外では地政学的リスクの高まりや、中

国をはじめとするアジア新興国等の経済動向や欧米の政策動向により世界経済の不確実性が高まるなど、景気の

先行きは不透明な状況が続いております。

 当社グループの属する情報サービス産業界におきましては、ＩｏＴ技術やＡＩを活用した新たなサービスが始

まっており、企業のシステム投資が活発化するにつれて対応する技術者への需要は拡大してきましたが、供給が

追い付かず人件費や採用コストが上昇する状況となっております。

 このような環境の中、当社グループでは拡大する市場の需要へ対応すべく、新卒採用を技術者増強の柱として

強化するとともに、引き続き人材育成にも注力してまいりました。また、自社開発の住宅建設業者向けパッケー

ジソフトウェアの全面改良といった投資を行いつつ、採用や教育といった将来に向けての投資を実施することで

経費は増加しましたが、稼働率の向上や受注単価改善などに努めた結果、経費増加分を吸収し増益となりまし

た。

 なお、当社グループでは従業員一人一人の健康を最大の経営資産ととらえ、健康増進に向け様々な活動を継続

的におこなっておりますが、本年２月に経済産業省より「ホワイト５００」の認定を２年連続で受けることがで

きました。今後もさらにその活動を推進してまいります。

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は15,351百万円で811百万円の増加（前連結会計年度比5.6％増）、経常

利益は1,389百万円で103百万円の増加（前連結会計年度比8.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は941百

万円で45百万円の増加（前連結会計年度比5.1％増）となりました。

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

（イ）システムコア事業

 車載機器関連業務を中心とした案件の引き合いは増加しているものの、新たな技術者の確保が厳しい分

野であることから、これまで受注機会損失が発生してきました。当期は優良な外部ビジネスパートナーが

確保でき積極的に活用したことなどから、売上高は3,135百万円（前連結会計年度比10.7％増）、セグメン

ト利益は834百万円（同17.6％増）となりました。

（ロ）ＩＴソリューション事業

 住宅建設業者向けパッケージソフトウェア開発の長期化や、大口開発案件での開発遅延等により開発要

員が不足し、計画していた新規案件受注の一部が実現しませんでした。また、子会社で進めていた新規事

業も軌道に乗ることが出来なかったことなどから、売上高は3,986百万円（前連結会計年度比1.7％減）、

セグメント利益は564百万円（同5.6％減）となりました。

（ハ）ネットワークサービス事業

 新卒採用者や中途採用者の積極的な投入を続けると共に、将来有望な分野への技術者ローテーションを

実施しております。また、同時に低採算案件から高採算案件へのシフトを継続的に行ってきたことで、事

業規模の拡大と利益率改善を実現できたことなどから、売上高は8,229百万円（前連結会計年度比7.5％

増）、セグメント利益は1,563百万円（同9.6％増）となりました。

 

(2）当期の財政状態の概況 

 （資産）

 当連結会計年度末の資産は、総資産が14,311百万円で前連結会計年度末比930百万円の増加（前連結会計年度

末比7.0％増）となりましたが、これは主に現金及び預金が220百万円、受取手形及び売掛金が239百万円、有価

証券が498百万円、無形固定資産その他に含まれているソフトウェア仮勘定が218百万円、それぞれ増加した一方

で、投資有価証券が206百万円減少したことなどによるものであります。

 

   （負債）

 当連結会計年度末の負債は3,981百万円で前連結会計年度末比151百万円の増加（前連結会計年度末比4.0％

増）となりましたが、これは主に、賞与引当金が33百万円、流動負債その他に含まれる未払費用が107百万円、

同預り金が87百万円、退職給付に係る負債が63百万円、それぞれ増加した一方で、買掛金が21百万円、流動負債

その他に含まれる未払金が107百万円減少したことなどによるものであります。

 

   （純資産）

 当連結会計年度末の純資産は10,330百万円で前連結会計年度末比778百万円の増加（前連結会計年度末比8.1％

増）となりましたが、これは主に利益剰余金が675百万円、その他有価証券評価差額金が79百万円、退職給付に

係る調整累計額が18百万円、新株予約権が14百万円増加した一方で、自己株式の取得により12百万円減少したこ

となどによるものであります。
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 （3）当期のキャッシュ・フローの概況 

  当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度よ

り220百万円増加し、当連結会計年度末には4,383百万円となりました。

  当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は966百万円（前連結会計年度比6.6％減）となりましたが、これは主に税金等調

整前当期純利益の計上（1,397百万円）や減価償却費（99百万円）、賞与引当金の増加（33百万円）、退職給付

に係る負債の増加(90百万円)、利息及び配当金の受取額（35百万円）といった増加要因があった一方で、売上債

権の増加（239百万円）、仕入債務の減少（21百万円）や法人税等の支払（501百万円）などといった減少要因が

あったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は479百万円（前連結会計年度比34.7％増）となりましたが、これは主に有価証

券の償還による収入（3,000百万円）といった増加要因があった一方で、有価証券の取得による支出（2,800百万

円）や無形固定資産の取得による支出（254百万円）及び投資有価証券の取得による支出（411百万円）などとい

った減少要因があったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は267百万円（前連結会計年度比31.9％減）となりましたが、これは主に短期借

入れによる収入（200百万円）といった増加要因があった一方で、短期借入金の返済による支出（180百万円）や

自己株式の取得による支出（20百万円）、配当金の支払による支出（264百万円）といった減少要因などがあっ

たことなどによるものであります。

 

 （4）今後の見通し

 今期の見通しにつきましては、採用については同業他社との競争が続く一方でお客様でのＩＴ内製化の動きも

見られ、需給環境の改善につながるものの要員の確保は引き続き厳しい状況が続くと思われます。経済情勢につ

いては、アジアや中東をはじめとする地政学的リスクが懸念されており、国内の政情も不安定なことから景気の

先行きは不透明な状況が続くものと思われます。このような状況の中で当社グループは、健康経営を実践し「ホ

ワイト５００」等の外部評価を得ることで採用面での優位性を高め、最優先課題である技術者の確保に取り組む

とともに、ＣＳ（顧客満足度）の最大化を実現する為に「品質方針」に基づいた品質向上運動に取り組んでまい

ります。

 なお、一昨年より開発中でありました住宅建設業者向けパッケージソフトウェアの完成により、販売による売

上増を見込んでおりますが、一方でソフトウェアの減価償却費が発生し原価増となることから、収益面では伸び

悩むものと見ております。

 翌連結会計年度の連結業績の予想といたしましては、売上高16,300百万円、営業利益1,360百万円、経常利益

1,400百万円、親会社株主に帰属する当期純利益945百万円を見込んでおります。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

   当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき連結財務諸表を作成し

  ております。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
 

    (単位：百万円) 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,363 4,583 

受取手形及び売掛金 3,106 3,346 

有価証券 500 999 

商品 3 － 

仕掛品 121 106 

原材料及び貯蔵品 0 1 

繰延税金資産 369 380 

その他 186 208 

貸倒引当金 △0 △1 

流動資産合計 8,650 9,622 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,132 1,139 

減価償却累計額 △735 △762 

建物及び構築物（純額） 397 377 

土地 140 140 

その他 341 347 

減価償却累計額 △277 △281 

その他（純額） 64 65 

有形固定資産合計 601 583 

無形固定資産    

その他 218 413 

無形固定資産合計 218 413 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,366 3,160 

繰延税金資産 263 272 

その他 303 280 

貸倒引当金 △24 △22 

投資その他の資産合計 3,910 3,691 

固定資産合計 4,730 4,689 

資産合計 13,381 14,311 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 213 192 

短期借入金 40 60 

未払法人税等 315 298 

賞与引当金 919 952 

資産除去債務 － 5 

工事損失引当金 2 3 

その他 922 1,019 

流動負債合計 2,413 2,532 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,146 1,209 

資産除去債務 44 44 

その他 224 194 

固定負債合計 1,415 1,448 

負債合計 3,829 3,981 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,448 1,448 

資本剰余金 1,636 1,641 

利益剰余金 7,230 7,906 

自己株式 △946 △958 

株主資本合計 9,370 10,037 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 276 356 

退職給付に係る調整累計額 △173 △154 

その他の包括利益累計額合計 103 201 

新株予約権 72 87 

非支配株主持分 5 3 

純資産合計 9,551 10,330 

負債純資産合計 13,381 14,311 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 14,540 15,351 

売上原価 11,434 12,067 

売上総利益 3,105 3,283 

販売費及び一般管理費 1,857 1,928 

営業利益 1,248 1,355 

営業外収益    

受取利息 18 18 

受取配当金 15 9 

その他 5 8 

営業外収益合計 40 35 

営業外費用    

支払利息 0 0 

自己株式取得費用 0 0 

その他 1 0 

営業外費用合計 2 1 

経常利益 1,285 1,389 

特別利益    

固定資産売却益 － 2 

投資有価証券売却益 61 － 

受取保険金 － 6 

特別利益合計 61 8 

特別損失    

固定資産除却損 1 0 

投資有価証券評価損 3 － 

特別損失合計 5 0 

税金等調整前当期純利益 1,341 1,397 

法人税、住民税及び事業税 483 496 

法人税等調整額 △37 △40 

法人税等合計 445 455 

当期純利益 896 942 

非支配株主に帰属する当期純利益 1 1 

親会社株主に帰属する当期純利益 895 941 
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（連結包括利益計算書）
 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

当期純利益 896 942 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 100 79 

退職給付に係る調整額 13 18 

その他の包括利益合計 114 97 

包括利益 1,010 1,040 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,009 1,038 

非支配株主に係る包括利益 1 1 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,448 1,636 6,552 △771 8,867 

当期変動額           

剰余金の配当     △217   △217 

親会社株主に帰属する当期
純利益     895   895 

自己株式の取得       △175 △175 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 677 △175 502 

当期末残高 1,448 1,636 7,230 △946 9,370 

 

             

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 176 △186 △10 48 3 8,909 

当期変動額             

剰余金の配当           △217 

親会社株主に帰属する当期
純利益           895 

自己株式の取得           △175 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 100 13 114 24 1 139 

当期変動額合計 100 13 114 24 1 642 

当期末残高 276 △173 103 72 5 9,551 
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,448 1,636 7,230 △946 9,370 

当期変動額           

剰余金の配当     △265   △265 

親会社株主に帰属する当期
純利益     941   941 

自己株式の取得       △20 △20 

自己株式の処分   4   7 12 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計   4 675 △12 667 

当期末残高 1,448 1,641 7,906 △958 10,037 

 

             

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 276 △173 103 72 5 9,551 

当期変動額             

剰余金の配当           △265 

親会社株主に帰属する当期
純利益           941 

自己株式の取得           △20 

自己株式の処分           12 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

79 18 97 14 △1 110 

当期変動額合計 79 18 97 14 △1 778 

当期末残高 356 △154 201 87 3 10,330 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 1,341 1,397 

減価償却費 100 99 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 △1 

賞与引当金の増減額（△は減少） 23 33 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 82 90 

受取利息及び受取配当金 △34 △27 

支払利息 0 0 

有形固定資産除売却損益（△は益） 1 △1 

投資有価証券売却損益（△は益） △61 － 

投資有価証券評価損益（△は益） 3 － 

受取保険金 － △6 

売上債権の増減額（△は増加） △142 △239 

たな卸資産の増減額（△は増加） △22 18 

仕入債務の増減額（△は減少） 49 △21 

未払消費税等の増減額（△は減少） 5 6 

その他 156 85 

小計 1,496 1,433 

利息及び配当金の受取額 40 35 

利息の支払額 △0 △0 

法人税等の支払額 △501 △501 

法人税等の還付額 0 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,035 966 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 300 － 

有価証券の取得による支出 △1,699 △2,800 

有価証券の償還による収入 2,200 3,000 

有形固定資産の取得による支出 △19 △41 

有形固定資産の売却による収入 － 3 

無形固定資産の取得による支出 △113 △254 

投資有価証券の取得による支出 △1,126 △411 

投資有価証券の売却による収入 126 － 

その他 △23 23 

投資活動によるキャッシュ・フロー △356 △479 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 200 200 

短期借入金の返済による支出 △200 △180 

自己株式の取得による支出 △175 △20 

非支配株主への配当金の支払額 － △2 

配当金の支払額 △217 △264 

財務活動によるキャッシュ・フロー △392 △267 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 287 220 

現金及び現金同等物の期首残高 3,876 4,163 

現金及び現金同等物の期末残高 4,163 4,383 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  前連結会計年度（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

  該当事項はありません。

 

  当連結会計年度（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

  該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、市場へのきめ細かな対応に主眼を置き、同種業務を統合化し顧客対応力の強化と顧客拡大を図る

ことを目的とした事業活動を展開しております。

 従って、当社の報告セグメントは対応する市場やビジネスの類似性の観点から構成されており、「システ

ムコア事業」「ＩＴソリューション事業」及び「ネットワークサービス事業」の３つを報告セグメントとし

ております。

 「システムコア事業」は、ＬＳＩ開発・設計、ハードウェアのシステム設計、組込みソフトウェア開発を

しております。

 「ＩＴソリューション事業」は、パッケージソフトウェアの開発、アプリケーションソフトウェアの受託

開発、ＣＡＤシステム開発、Ｗｅｂシステム開発、データエントリー業務、オペレーター派遣業務、介護・

福祉サービス等をしております。

 「ネットワークサービス事業」は、通信・コンピュータ関連システムの構築・現地調整・運用・保守、Ｃ

ＡＤシステムの運用管理、サポートセンター業務をしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理

の原則及び手続に準拠した方法であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの金額であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 なお、セグメント資産、負債の金額は、事業セグメントに配分していないため、開示しておりません。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

      （単位：百万円） 

 
システムコア

事業 
ＩＴソリューション

事業 

ネットワーク

サービス事業 
合計 

売上高        

外部顧客への売上高 2,831 4,054 7,654 14,540 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 28 4 32 

計 2,831 4,082 7,658 14,572 

セグメント利益 709 598 1,426 2,734 

その他の項目        

減価償却費 10 18 4 33 
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日） 

      （単位：百万円） 

 
システムコア

事業 
ＩＴソリューション

事業 

ネットワーク

サービス事業 
合計 

売上高        

外部顧客への売上高 3,135 3,986 8,229 15,351 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 79 20 99 

計 3,135 4,066 8,249 15,451 

セグメント利益 834 564 1,563 2,963 

その他の項目        

減価償却費 5 16 4 27 

 
 
 

４．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）
 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,734 2,963

セグメント間取引消去 107 112

全社費用（注） △1,592 △1,720

連結損益計算書の営業利益 1,248 1,355

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

（単位：百万円）
 

  報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

   その他の項目 

 

 前連結

 会計年度

 当連結

 会計年度

 前連結

 会計年度

 当連結

 会計年度

 前連結

 会計年度

 当連結

 会計年度

減価償却費 33 27 67 72 100 99

（注）調整額は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

 

 

- 12 -

㈱ＫＳＫ（9687）
平成30年３月期　決算短信



（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成29年４月１日
至  平成30年３月31日）

１株当たり純資産額 1,569円39銭 1,695円83銭

１株当たり当期純利益金額 146円00銭 155円95銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 144円05銭 153円15銭

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 
前連結会計年度

（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成29年４月１日
至  平成30年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
895 941

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額（百万円）
895 941

普通株式の期中平均株式数（株） 6,132,263 6,035,738

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 82,848 110,036

（うち新株予約権（株）） （82,848） （110,036）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益金額の算定に含めなかった

潜在株式の概要

－ －

 
 

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。
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（役員の異動）

 役員の異動 

① 代表取締役の異動

 該当事項はありません。 

 

② その他の役員の異動

・新任取締役候補

取締役 阿佐見 俊一（現 事業本部長 兼 事業推進部長）

取締役 照内 定光 （現 事業本部 第２ネットワークサービス事業部長）

 

・退任予定取締役 

取締役 近野 武男

取締役 金子 豊 

 

③ 就任及び退任予定日 

 平成30年６月28日 
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